
 

三度目の桜の季節に  

 私などは北高の職員の中でも「昭和世代」の代表のような存在ですが、考え

てみれば私が教員になったのは平成元年。私の人生において、昭和を過ごした

のは 24 年間、平成で過ごしたのは 30 年間。昭和を懐かしみ「昭和世代」を自

負するこんな私でも過ごしてきた時間は「昭和」より「平成」の方が長いんだ

なぁ…などと思ったりします。そんな平成がもうじき終わろうとしています。

「令和」の時代はどんな世の中になるのでしょうか。平成生まれの皆さんも、

実は「令和」の世の中が自分の人生の大半を占める…そんな時がいずれやって

くるのでしょう。そう考えればこれからの「令和」はあなた達が作り出してい

く時代です。あなた達の価値観や常識が世の中を動かしていくのです。しっか

りと物事を見極め、真実を見抜く眼と知恵と勇気を身につけてほしいと思いま

す。  

 

18 期生諸君が伊丹北高校の正門をくぐっ

た 2 年前の春―あれから３度目の桜が咲いて

います。桜にも様々な種類がありますが、日

本におけるその多くは「染井吉野」という品

種です。道を歩いていると「こんなところに

もこんなに沢山の桜の木があったんだ」と毎

年のように驚かされます。それは４月を過ぎ

ると「葉桜」となり鮮やかで華やかな花は、

その姿を見ることができなくなってしまい、

蝉が鳴き始める頃には桜の存在も忘れてしま

うからではないでしょうか。でも人の目が向けられない季節にも桜の木は「そ

こ」にあって、来るべき季節が来れば誰に教えられるともなく花を咲かせます。

暑い夏の日も、寒い冬の日もその時のために「時」を過ごし準備をしているの

だと思います。  

 来年の春、諸君も鮮やかな花を咲かせるためにこれから目立たない努力をし

ていかなくてはなりません。でも私達はその姿に寄り添っていきたいと思って

います。時につらい時もあるでしょう。逃げ出したくなる時もあるでしょう。

しかし「産社」「総学」で行ってきた進路に対する取り組みは、明らかに普通科

で学んできた生徒のその先を歩んでいるはずです。来るべき季節を迎えるため、

今はしっかり「時」を過ごし準備をしていかねばなりません。一人ではなく 18

期生全員で「その時」を目指しましょう。必ず桜に負けない素晴らしい花は咲

きますから。  
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↓“パトトレイン” 

**************************************************  

18 期生 3 年次春季遠足  

 

来る４月２６日、春季遠足が予定されています。18 期生３年次の春季遠足は

「嵐山方面」へ行くことにしました。嵐山には京福電車の通称「嵐電（らんで

ん）」と呼ばれる路線があります。今回はこの嵐電の１日フリー券を利用し、途

中下車をしながらその沿線にある様々な名所を巡る小旅行にしたいと思います。

嵐電は「嵐山」と「四条大宮」を結ぶ嵐山本線（約 7.2ｋｍ）と、その途中の

駅の「帷子ノ辻（かたびらのつじ）」から「北野白梅町」を結ぶ北野線（約 3.8

ｋｍ）からなる路線で、通常１両編成、ワンマン運転をしています。運がよけ

ればパトカーのデザインをほどこした「パトトレイン」

を見ることができるかもしれません。  

駅もほとんどが無人駅で、駅そのものにも趣があり

１００年の歴史を感じさせるものが多数あります。「嵐

山駅」には駅構内に有料ですが「足湯」があり、しば

し疲れを癒すことも出来ます。皆さんが今回利用する

１日フリー券を使うと５０円の割引もあるようです。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

嵐電では始発駅と乗り継ぎ駅以外の駅では車両後部扉

から乗り、前方扉から降ります。次の駅に到着する前に

バスと同じ「ブザー」を押して次の駅で下車したいこと

を運転手さんに知らせます。下車の際、運転手さんが振

り返り検札をされますから、１日フリー券を見せて降り

るようにします。  

 このフリーパス券には嵐山駅の「足湯」割引以外にも

特典があり、車折神社や野宮神社ではおみくじ１回が無

料で授与されますし、受験生の聖地「北野天満宮」ではオリジナルしおりが進

呈されるようです。他にもたくさん特典があるので「嵐電」のホームページで

調べて行くのも楽しいかもしれません。  

 うららかな春の１日、新しいクラスメイトと楽しい時間を過ごせるよう準備

していきましょう。  

↑単線区間を走る嵐電  

↑複線区間、京紫の車両  


